
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  
【めざす生徒像】 

◆ 進んで勉強する生徒   
◆ 礼儀正しい生徒 
◆ 明るくたくまし生徒 
◆ 感謝の心で、残さず食べる生徒 

第２９号  H26. 2.18 
発行者 甲 斐 昭 児 

☎ ２３－３６１１ 

【教育目標】生徒一人一人の個性を伸ばし、たくましいからだ、豊かな心、すぐれた知性をもった人間性豊かな生徒の育成  

◆ 県立高校推薦入試（2/ 6) ◆ 

いじめについてのアンケート（１月３１日：生徒会実施） 

  ３年 ２年 １年 

  男子 女子 男子 女子 男子 女子 

人数(人) 23 29 19 20 28 22 

嫌なことを 
言われた 0 0 2 7 4 1 

１人ぼっちに 
なった 0 0 1 1 1 1 

助けてくれる人
がいた 23 28 10 19 27 19 

いやがらせをさ
れた 0 0 2 1 5 1 

教室に入りずら
いことがあった 0 0 3 5 4 1 

  前回に比べ、「助けてくれる人がいた」が全体的に増

えました。ところが、１年生男子で「教室に入りづら

い」が増えており、２年生女子で「助けてくれる人が

いた」以外が全て悪くなっているという気になる結果

も出ています。対策として、各学年で記述式のアン

ケートをとったり面談を行ったりしています。 

  

  

レッドカードをはさんで面談をしました。 

第１回が昭和55年ですので、本校は県内でも早くか

ら立志式を行っている学校の一つです。2年生一人ひと

りが座右の銘と、それを選んだ理由を述べ、将来の夢を

語り、決意を新たにしました。 
 

 
 
◆ ２年生は春を待つ今の季節に例えることができる。受験や
卒業までの１年余り、自分の将来についてじっくり考えてほし
い。困難に立ち向かうエネルギーは夢や目標から生まれる。  

◆ 友だち同士のトラブルはないだろうか。なぜなら、明るく活
発で行動力があるという２年生の長所を最大限に生かすに
は、４３名が一つにまとまることが不可欠だから。  

◆ 「和して同ぜず」。他人に流されることなく、どんな場面にお
いても、自分自身で善悪の判断を下してほしい。  

◆ これまで支えてくれた家族への感謝の気持ちを行動で表わ
してほしい。それは、将来をしっかり見つめ、正しい判断をし
て心配をかけない生活をすること。  

◆ 立志式は、単なる学校行事ではなく自分を変える一つの節
目である。今日の決意をしっかりと記憶に留めてほしい。  
立派な式だったと、来賓の皆様からもおほめの言葉

をいただき、教育長からも「良かったそうだね」とい

うお電話がありました。全体としては、 

私は満足。でも、数名、姿勢が悪い 

男子がいたのが気になりました。 

今の２年生から、推薦
入試が変わります。 

第３５回立志式 （2/ 7） 

～ 校長式辞より ～ 

 12名が４校に臨みました。残るは来月４･５日の県立

一般入試だけになります。 

ところで、推薦入試では面接と作文(小論文)が実施さ

れていますが、来年度からは学力検査が導入されます。

朝日新聞デジタル(2013.2.21)によると… 
 
○ 国社数理英の5教科のうち、各校が選んだ２～３教
科の試験 (各 30分 )を実施。問題は県教委が作成する。  

○  学力検査で思考力や知識の応用力を把握できると
して、同じ目的で課している小論文は廃止する。  

○  受験生と中学校の双方が提出していた推薦書は、
内容が重複することから受験生のものに一本化する。  

 
  
 

先日の不要物持込みの件で、昼休みと放課

後に個別の面談をしました。家庭でどんな 

会話があったのかを尋ね、これからのこと 

などを話し、反省文を読ませてもらいました。 

面談をした子どもたちに共通するのは、全員が今回の

ことをしっかりと受け止めているということです。失敗

から学ぶことも多いですね。今後に期待しています。 

❏ 卒業生からのプレゼント(2/5)  
昭和４３年度卒業生の皆様(代

表：瀬戸山博好様)が還暦の同窓会
で集めた金一封を学校に届けて
下さいました。 
本校ではパイプいすが不足し

ており、大きな行事の際は外から

借りています。その購入費用に充てさせていただきます。 
ありがとうございました。  

❏ ２学期第２回定期テスト(2/12～14) 家庭学習の習慣を！  
 １・２年生は９教科、３年生は５教科で行いました。採点後にい
つも話題になるのは家庭学習のこと。特に、宅習の習慣が身に
付いていない生徒が１・２年生に多いようです。 
習ったことをその日の内に５分でも１０分でもやり直すと、定

着率が格段に上がります。家での勉強が学力向上のカギです。  
❏ 教育研究論文・授業論文表彰式(2/13)  
市教委主催、市内の全教職員が出席して文化会館で行われ

ました。本校からは７名が入賞しましたので紹介します。  
【研究論文】 二席： 松下将大（数学） 三席： 関谷 勉（理科） 

          奨励賞： 馬場公子（英語） 
入選： 浅田 肇（社会）  前薗幸代（英語）  野邊麻未（英語） 
 

【授業論文～映像記録】 三席： 阪本成志（数学） 
 

❏ 小林地区更生保護女性会の皆様から３年生へ（2/14） 
   

 
栞（しおり）のプレゼントで

す。押し花と漢字一文字の手
作りの栞には卒業祝いのメッ
セージが添えられていまし
た。旧生徒会役員が代表し
て受け取りました。後日、3年
生全員に配ります。 ありがとうございました 

 「学校評価のアンケート」をまとめています。わかる授業
や家庭との連携など、改善の必要な項目が多々あります。お
寄せいただいた意見や要望を真摯に受け止め、今後の教育
活動に生かしていきます。ご協力ありがとうございました。 

本校のホームページもご覧下さい。 

http://www.asahi.com/topics/word/学力検査.html

